平成22年度静岡県環境産業創出事業（第5回 技術力向上セミナー）

・・・持続可能な資源循環型社会を目指して・・・
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主催：静岡県，静岡県資源環境技術研究会
後援：(社)静岡県環境資源協会，静岡県環境ビジネス協議会，静岡県UD･工芸研究会

■日時　平成23年　
13:30～17:00　
■場所　ホテルアソシア静岡（静岡駅北口）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４F会議場　カトレア
                                    　　　　　　　　TEL：054-254-6524
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■参加費  無 料
　■講演の部　13:35～　　　　　　




■交流会の部　17:15～
　講演して頂いた講師の方々や参加者（企業）間の交流の場を設けましたので、是非ご参加ください。
（静岡県資源環境研究会副会長の鈴木正史氏による県科学技術振興知事褒賞授与の記念ミニ講演

「超微細気泡散気装置の開発と省エネ型水処理プラントの普及開発（17:20～17:30）」も有ります。）
■定  員 
50名 （定員を超え次第、締め切らせていただきます。）
■参加費 
セミナー：無料
　　　　　　 交流会 ：￥3,000円 
■アクセス
■申込〆切
平成23年1月11日(月)
■申込方法　　
①会社名・会社住所　②所属・氏名、③連絡先（TEL等）を明記の上、

メールでお申し込みください。　

（メールが都合の悪い方は、下記のFAX票をお使いください）

※参加票はありません。定員超過で御出席いただけない場合は、事務局から御連絡いたします。
■問合せ・申込先　　メールの場合⇒　　E-mail: ryamasit@iri.pref.shizuoka.jp
静岡県資源環境技術研究会事務局　山下
　　　　　　　　　　  TEL: 054-278-3026，FAX: 054-278-3066
　　　　

FAXの場合 ⇒ （以下の表に記入の上、お申し込みください。）
	FAXによる参加申込欄

FAX: 054-278-3066　山下宛

	会社名
	

	会社住所
	

	連絡先
	TEL
	
	交流会参加

（○又は×）

	
	Mail
	
	

	参加者
	所属

役職
	
	氏名
	
	

	
	
	
	
	
	


　　
食品加工残さや林地残材などの未利用バイオマスは、化石燃料に替わるエネルギー源として注目されています。静岡県内でも、来春から、木質ペレットの製造が始まります。今回は更に、バイオマスの持つ機能性の香りや抽出成分、炭素材料としての高度利用の可能性を探ります。











1月20日（木）





未利用資源「林地残材」の効率的な利用策 -樹木精油の機能性と画期的な省エネ型抽出法-


13:35～14:45 （独）森林総合研究所 大平 辰朗 氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


枝葉等の林地残材は、現在ほとんど利用されていない。それらの利用法の開発は資源の有効利用の点から重要である。ここでは樹木の葉などに含まれ、利用価値が高いと考えられる精油の機能性(抗菌、消臭、鎮静作用等)とそれらの省エネルギー型抽出法について紹介し、新しい森林ビジネスの可能性を考える。





地域バイオマスを活用した産業活性化 -青森ヒバ廃材を中心とした循環型処理技術の開発-


14:50～16:00  青森県産業技術ｾﾝﾀｰ 八戸地域研究所　岡部 敏弘 氏


地域の未利用バイオマス（=廃棄物）から、青森ヒバ油や、木材・オカラ・リンゴ絞り粕・鶏糞などを原料とした炭素材料（ウッドセラミックス）など、環境調和型の材料を開発し、循環型処理システムを構築した。これらマテリアル利用技術による、持続可能な資源循環型の社会を目指す。





静岡県内で来春本格稼動する『木質ペレット』の最新動向


16:10～16:45  静岡県木質ペレットコンソーシアム 酒井 章博 氏 


来春、未利用間伐材を利用した県産「木質ペレット」の生産が始まる。「静岡県木質ペレットコンソーシアム」では、利用先拡大の必要性を訴えると共に、地域のエネルギーを地域で使う社会システム『木質バイオマスの地産地消（焼）モデル』を提案する。











環境アンケート結果速報!　 県内企業の環境意識と実践可能な取り組みとは？


　　　　　　　　　16:45～17:00 静岡県経済産業部 新産業集積課 小笠原 彩子 氏


静岡県西部地域は、EV車や自然エネルギーを中心に、環境ビジネスへの視線が熱い。平成22年夏に行った最新の調査結果から、これからの環境ビジネスチャンスを解説する。





JR静岡駅北口から徒歩1分 








